
青い空と緑 木のぬくもり
環境にやさしい 美田中学校

明るい多目的ホール イーグレットラウンジ
全校生徒が一堂に会して給食を食べる

こともできます。

雨水・地下水の利用
この池には雨水と地下水が利用されてい

ます。地下に雨水を溜めておくタンクが

設置してあり、不足時には地下水も利用

されます。 太陽光発電パネル
地下水は校庭の散水にも使われます。 太陽光エネルギーを利用し発電中です。

自転車小屋から校舎までの屋根
図書室も充実しています。 雨に濡れずに昇降口まで！

冬には富士山がきれいに見えます。

〒323-0065 小山市大字下国府塚287番地
ＴＥＬ (0285)38-2006
ＦＡＸ (0285)38-0924
E-mail:mitaj@oyama-tcg.ed.jp
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３ 強･賢･美の教育 ６ 生徒数 ※( )は特別支援学級数
(1) 学校教育目標〈目指す生徒像〉

学級数 男 子 女 子 合 計 PTA会員数
強い 賢い 美しい

○ 健康でたくましい生徒 〔強 い〕 １ 年 １ １８(3) １２ ３０(3) ３０
○ 自ら学ぶ生徒 〔賢 い〕
○ 思いやりのある生徒

〔美しい〕
２ 年 ２ ２９(1) ２３ ５２(1) ５１

○ 地域を愛する生徒
３ 年 ２ １９(1) ２０ ３９(1) ４０

(2) 学校経営の方針
計 ５(1) ６６(5) ５５ １２１(5) １２１

１ 学校の沿革 本校独自の地域に根ざした「強･賢･美の教育」を創意ならびに推
進しながら、生徒に安全の保証・確かな学力の保証・成長の保証を
するとともに、活力に満ちあふれ、夢が語り合える、温かな学校づ ７ 日課表
くりを目指す。

内 容 時 間 ～ 授業風景 ～
(3) 本年度の経営力点

自習・読書 ８：０５～ ８：１５
○ 校訓「強い・賢い・美しい」を基調とした校風づくりに努め、
明るく活力に満ちた心が通い合う温かな学校、保護者や地域か 朝 の 会 ８：１５～ ８：２０
ら信頼され、ともに歩み続ける学校づくりを推進する。

○ 教職員の危機管理意識の向上を図り、生徒と教職員の信頼関係 第１校時 ８：３０～ ９：２０
を強固にする。

第２校時 ９：３０～１０：２０
(4) 学校課題

第３校時 １０：３０～１１：２０
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の工夫 ～ 修学旅行 ～

～ 振り返りの充実 ～ 第４校時 １１：３０～１２：２０

給食準備 １２：２０～１２：３０
４ 教科等と年間授業時数

～ 運動会 ～ 給 食 １２：３０～１３：００
学年

１ 年 ２ 年 ３ 年
教科等 昼 休 み １３：００～１３：２０

国 語 １４０ １４０ １０５ 第５校時 １３：２５～１４：１５
～ 小中一貫教育 ～

社 会 １０５ １０５ １４０ 第６校時 １４：２５～１５：１５

数 学 １４０ １０５ １４０ ～ 美田中祭 ～ 清 掃 １５：２０～１５：３５

理 科 １０５ １４０ １４０ 学習の振り返り １５：４０～１５：４５

音 楽 ４５ ３５ ３５ 帰りの会 １５：４５～１５：５５ サービスラーニングデー

美 術 ４５ ３５ ３５
８ 職員組織

保健体育 １０５ １０５ １０５ ～ 全校合唱 ～ 校 長 平山 裕美 サポート学級主任兼担任 青木 明美
教 頭 黒田 匠 主 事 田那邊 恵子

技術・家庭 ７０ ７０ ３５ 教務主任 毛塚 雅子 学校事務 矢島 貴美子
進路指導主事 市場 順一 学校用務 藤本 正

外 国 語 １４０ １４０ １４０ 学習指導主任 森田 貴友 Ｔ.Ｔ教員 倉持 敬子
生徒指導主事 阿部 広 心の相談員 根岸 貴子

道 徳 ３５ ３５ ３５ 養護教諭 三浦 萌々香 非常勤講師 大橋 知子
１学年主任 西村 季好 非常勤講師 宇賀神 雄太

学級活動 ３５ ３５ ３５ ～ハンドベル～ １年１組担任 小筆 有紗 非常勤講師 堀田 茂子
２ 地域・生徒 ２学年主任 兼 ２組担任 森田 貴友 スクールカウンセラー 植木 久子
学区は小山市西部の田園地帯に位置し、それぞれに歴史と伝統ある穂積・ 総合学習 ５０ ７０ ７０ ２年１組担任 添野 千春 部活動指導員 長 堅司

中・寒川の３地区により構成されている。また、保護者も祖父母も本校卒業生 ２年副担任 柏崎 正喜 Ａ Ｌ Ｔ クリストファー・オゴシ
という家庭も多く、まさに「地域に根ざした学校」である。豊かな自然と地域 総 計 １０１５ １０１５ １０１５ ３学年主任 市場 順一 佐藤 葵(休)
の方々の協力が何よりの教育環境である。 ３年１組担任 阿部 広
生徒は、大らかでのびのびした生徒が多く、少々、つらいことがあっても ３年２組担任 田中 恵子

前向きに乗り越えようとするねばり強さが見られる。校訓である「強い・賢い ５ 部活動
・美しい」のもと、先輩たちから受け継いだものを大切にしながら、新しい 野球、陸上競技、バスケットボール、ソフトテニス、剣道

美田中を創っていこうという校風が育っている。 パソコン科学、美術 2024年9月1日 現在

昭和39年 旧中中学校と旧穂積中学校が統合し、美田中学校となる。

41年 現校舎に東西両校舎（分室）より移転統合

42年 寒川地区（一部を除き）美田中学区となる。

43年 体育館が完成

53年 校旗樹立式が挙行される。

63年 「地域ぐるみでたくましい子を育てる活動推進校」の指定を受ける。

平成５年 「同和教育に関する研究実践推進校」の指定を受ける。

10年 新制服が制定される。

12年 「情報教育拠点校」の委嘱を受ける。

14年 「地域教育ネットワークモデル校」の委嘱を受ける。

15年 創立40周年記念式典が挙行され、全校生徒で記念版画が制作される。

16年 新校舎建設を開始

17年 新校舎へ移転し、旧校舎が取り壊される。

「平成17・18年度小山市道徳教育拠点校」の指定を受ける。

18年 プール解体工事、新体育館建設が開始

19年 新体育館が落成し、旧体育館・剣道場が取り壊される。

新格技場・プールが建設され・校庭整備工事が行われる。

20年 学校改築事業完了式典が挙行される。

21年 コンピュータ35台及び地デジ対応50インチテレビ15台が設置

22年 小川三夫氏講演会が開催される。演題「木のいのち木のこころ」

23年 県｢ふるさととちぎみどりづくり事業｣によりサザンカ77本を植樹。

「平成24～26年度小山市小中一貫教育」研究の委嘱を受ける。

24年 創立50周年記念式典が挙行される。

25年 市防災スピーカー取付。美田中英語塾開催（1年目）

26年 9/9～11東日本水害の避難所となる。美田中英語塾開催（2年目）

27年 パソコン室PC40台入替

28年 豪雨のため体育館に避難所を開設

小山市防災教育セミナー実施

29年 各種行事毎に「のぼり旗」によるＰＲ活動を推進

共同訪問を実施

30年 台風19号により体育館が避難所となる。

令和元年 新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、臨時休業が実施される。

２年 各種学校行事は規模縮小しての実施となる。

ＧＩＧＡスクール構想により学習者用タブレット配備

３年 人権教育総合推進地域事業を継続

４年 部活動を任意加入制とし、通学用カバン指定を廃止

制服諸規定を見直し変更する。スラックス、スカート等を自由選択

５年 創立60周年記念式典が挙行される。


